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活動のすがた地域畜産振興部門
山 形 県
飽海郡遊佐町 飼料用米プロジェクト
 （代表：小野寺　喜一郎）
（飼料用米生産による自給率向上に関する調査検討プロジェクト）

「こめ育ち豚」で広げる
 水田農業と消費の輪
─食べる手・作る手・つないで
 食の再興計画　遊佐モデルのチャレンジ─

本プロジェクトは、我が国の畜産が抱える構
造的問題点を地域的な取り組みによって少しで
も解決しようと努力している好例であり、次の
4つの視点から非常に高く評価できる。
①飼料用米の生産利用により、飼料自給率の
向上に努めている、②転作田が耕作放棄地にな
るのを回避し、地域資源である水田を利活用して
いる、③トウモロコシの輸入量を削減し、フー
ドマイレージを短縮しようとしている、④飼料
用米の生産者、養豚経営者、豚肉加工業者、生
協、消費者が農工消連携を通して、安全・安心
なフードシステムを構築していること─である。
本事例は特筆大書して 7つに要約することが
できる。
第 1 は、飼料用米の作付けは、平成 20 年に
は 286 名、168ha に順調に拡大しており、今後
も飼料用米の利用増加が予定されており、更に
作付面積は拡大する見込みである。
第 2は、遊佐町の農業産出額の約 18%が養豚
であり、特別栽培米において、豚のふん尿を活
用した耕畜連携が展開されている。特に、飼料
用米の栽培には豚尿の液肥も利用され、化学肥
料の施用が削減されて、肥料代の節減に貢献し
ている事例である。
第 3 は、転作田で栽培された飼料用米（単
収 570kg）は、玄米 1kg 当たり 46 円で販売さ
れ、産地づくり交付金と合わせて 10a 当たり約
6.6 万円（平成 20 年）の農家収入になっており、

当該地域の農家所得の形成に役立っている。
第 4は、飼料用米の食用への転用を防止する

ために、個別の農家が収穫後の輸送に関与せず、
全量を地元農協のカントリーエレベーターに集
荷し、必要量を飼料会社に販売し、飼料会社が
「指定配合飼料」として山形県内の養豚場（約
20 万頭）などに専用バルクで納入するなど、米
の流通経路が明確で誤用防止対策が取られてい
ること。
第 5は、豚の肥育後期（80 日）にトウモロコ

シの 10% 相当量（19kg/ 頭）の飼料用米を給与
し、豚肉の品質面で好成績を収めている。また、
ブランド豚肉の生産者は飼料用米を給与した豚
肉を「こめ育ち豚」として差別化し、販売を行っ
ている。
第 6は、飼料用米を給与して生産された豚肉

の生産費上昇分は、トウモロコシの工場着価格
が 34.4 円 /kg（2007.10 ～ 12 月酒田工場着）と
すると、飼料用米価格は 46 円 /kg であり、飼
料用米を使用したことによる増額は 1頭当たり
220.4 円で、枝肉（72kg）換算した場合でも 1kg
当たり 3.06 円に過ぎず、飼料用米の給与が大き
な生産費増崇にはなっていないこと。
第 7は、生産された豚肉を、生産者と長い交

流のある生活クラブ生協の組合員が生産費に基づ
いた適正な価格で継続的に購入するなど、「理念
と情報を共有した生消提携」が構築されている。
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飼料用米プロジェクトのみなさん
（消費者の方々とともに）
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▲飼料用米モデルほ場
　湛水直播栽培による省力・低コスト実証ほ場

▲モデルほ場検討会
　飼料用米直播栽培モデルほ場での生育状況確認

▲飼料用米保管状況
　 乾燥調製を均一におこなうため網選別し、Aと B
に分けて保管

▲「こめ育ち豚」試食会
　 飼料用米を給与した豚の食味評価は高い

▲配合飼料の比較
　飼料用米を 10％混合したもの（右）と通常の飼料

▲「こめ育ち豚」（平牧三元豚）
　肥育後期に飼料用米配合飼料を給与
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